
第 35号(1)平成26年 (2014)7月 7日

月日会平成26年度総会・懇親会を下記のとおり開催いたします。

記

轟 日時  10月 26日 (日 )

学校見学会 午後 1時～午後 1時 30分

総会受付  年後 1時 30分～

総  会  午後 2時 ～午後 2時 30分

懇 親 会  年後 2時 30分～午後 3時 30分

騒会場 都立田園調布高等学校サブアリーナ (体育館地下)

霊会費 千円 (但 し、62期 生 。現旧教職員はご招待)

。会費納入 当日受付にて支払
。参加申し込み方法

参加希望の方は、月日会事務局宛にFAX・ メールにて、①期、②ご氏名、

③ご連絡先、①見学会参加希望の有無を明記のうえ、8月 31日 必着でご連絡
お願いいたします。
FAX:03-3748-6780 メーリレi tsukihi409@tsukihikai gr.jp

。その他

① 駐車場はありません。ご来場は、公共交通機関をご利用ください。

②学校内は、飲酒喫煙禁止となっております。ご協力お願いいたします。
③学校内は、決められた場所以外は立ち入り禁止です。ご協力お願いいたします。

都立田園調布高校月日会々報

62期生卒業式

懇親会開催
来る 10月 26日 (日 )

●
　
　
０

総
も

で
会

校
学

母
見

こ
れ
か
ら
の

月
日
会
に
向
け
て

月
日
会

会
長

（
１９
期
）

鍵
和
田
　
幹
　
夫

こ
の
十
月
で
、
会
長
就
任
か
ら
四

年
と
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
会
員
の

皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
月
日
会
活

動
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
四
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま

●
平
成
２６
年
度
総
会

母
校
で
開
催

●
月
日
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
準
備
中

ｏ

一
般
財
団
法
人
田
園
調
布
教
育
財
団

順
調
に
ス
タ
ー
ト

おもな内容

昨
年
度

一
年
間
、
月
日
会
の
皆
さ

ま
に
は
、
所
々
の
委
員
会
、
ぽ
ろ
に

あ
祭
、
奉
仕
体
験
な
ど
多
く
の
ご
協

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
は
、
田
高
の
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
土
曜
日
に
二

十
回
程
度
マ
ル
チ
演
習
と
い
う
講
習

を

一
、
二
年
生
合
計
百
二
十
人

（
ア

ド
バ
ン
ス
ト
ク
ラ
ス
十
二
十
名
）
対

象
に
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
サ
テ
ラ
イ
ン
講
習

（ビ
デ

オ
を
利
用
し
た
講
習
）
を

一
年
生
の

希
望
者
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
国
数
英
の
三
教
科
で
、
生
徒
は

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
サ
テ

ラ
イ
ン
講
習
で
は
、
大
学
生
や
大
学

院
生
の
支
援
も
あ
り
ま
す
。
月
日
会

の
会
員
に
も
今
後
お
願
い
す
る
こ
と

も
考
え
て
い
ま
す
①

ま
た
、
今
年
度
、
「
人
間
と
し
て

の
在
り
方
生
き
方
を
考
え
る
」
新
教

科
の
先
行
実
施
校
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
教
科
の
内
容
は
、
現
在
東
京
都

で
実
施
し
て
い
る
教
科

「奉
仕
」
に
、

「
進
路
指
導
」
「
道
徳
」

の
内
容
を

付
加
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
、
自
ら
考
え
主
体
的
に
行
動
す
る

力
、
課
題
を
自
分
で
発
見
し
計
画
的

に
解
決
し
て
い
く
力
、
社
会
に
関
わ

り
な
が
ら
多
様
な
生
き
方
の
情
報
選

択
を
し
社
会
貢
献
す
る
力
を
培
う
教

科
と
考
え
て
い
ま
す
。
田
高
で
は
、

十
六
年
の
伝
統
を
誇
る

「進
路
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に

教
科

「奉
仕
」
の
内
容
を
リ
ン
ク
し
、

生
徒
が
将
来
に
向
け
て
高
い
目
標
を

持
つ
と
と
も
に
、
社
会
人
と
し
て
の

基
礎
を
培
う
教
科
と
し
て
実
施
す
る

予
定
で
す
。
こ
の
点
で
も
月
日
会
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
は
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
６２
期
生
の
ご
卒
業
を
祝

っ
て

平
成
二
十
六
年
三
月
十

一
日
、
田

高
生
ら
し
い
元
気
で
個
性
豊
か
な
卒

業
生
が
旅
立

っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
旅
立
ち
を
、
昨
年
田
高
か
ら
旅
立

っ
た
ば
か
り
の
自
分
が
、
今
年
は
Ｏ

Ｂ
と
し
て
見
守

っ
て
い
る
と
考
え
る

と
、
不
思
議
な
気
持
ち
が
し
ま
し

た
。
式
中
や
退
場
の
時
の
顔
を
見
て

い
る
と
、
充
実
し
た
三
年
間
だ

っ
た

こ
と
が
伝
わ

っ
て
き
て
、
皆
さ
ん
の

こ
れ
か
ら
の
飛
躍
が
目
に
浮
か
び
ま

し
た
。
ご
卒
業
お
め
で
と
う
。

６‐
期
　
永
井
公
規

()

今
春
六
十
五
期
生

三
百
三
十
九
名
入
学

平
成
二
十
六
年
四
月
八
日
、
第
六

十
五
回
入
学
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
「
新
入
生
入
場

Ｈ
」

の
声
と
共

に
、
争

の

″
さ
く
ら
さ
く
ら
″
が
流

れ
、　
一
年
生
が
拍
手
の
中
、
緊
張
し

て
入
場
し
て
来
ま
し
た
。

写
真
を
撮

っ
た
り
見
守
る
保
護
者

の
方
々
が
胸
熱
く
成
る
も
の
だ
と
感

じ
ま
し
た

今
年
は
桜
の
開
花
が
早
か

っ
た
の

で
す
が
、
ど
う

に
か
持
ち

こ
た
え

て
、
又
天
候
も
良
く
爽
や
か
な
入
学

式
に
な
り
ま
し
た
。
入
学
お
め
で
と

よゝ

」
ざ

い
ま
す
。

‐６
期
　
加
持
和
子

今
年
も
夏
が
近
づ
い
て
く
る
。
河

川
敷
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
思
い
っ
き
り

野
球
が
で
き
る
と
聞
い
て
入
学
し
た

田
高
。
当
然

「
目
指
す
は
甲
子
園
！
」

と
三
年
間
そ
れ
な
り
に
頑
張

っ
た
つ

も
り
だ
け
ど
、
世
の
中
そ
ん
な
に
甘

く
は
な
い
。
夏
の
地
方
予
選
は

一
、

二
年
時
ど
ち
ら
も
初
戦
敗
退
で
、
三

年
時
に
二
勝
す
る
も
東
東
京
で
の
べ

ス
ト
３２
が
精

一
杯
だ

っ
た
。
ち
な
み

に
新
聞
の
縮
刷
版
で
調
べ
た
田
高
野

球
部
の
夏
、　
一
九
五
五
年
の
大
会
初

参
加
か
ら
昨
年
ま
で
の
通
算
成
績
は

２４
勝
５９
敗
。
こ
の
間
に
三
勝
し
た
年

は
な
く
、
我
ら
が
代
の
貢
献
度
は
高

い
も
の
の
決
し
て
レ
ベ
ル
が
高
い
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
相
手

の
エ
ラ
ー
で
初
戦
を
突
破
し
た
翌
日

の
朝
刊
は

″
あ

っ
け
な
い
幕
切
れ
〃

と
い
う
見
出
し
に
小
さ
な
試
合
評
、

そ
の
下
に
は
ス
タ
ン
ド
で
応
援
し
て

く
れ
た
女
子
生
徒
た
ち
の
記
事
が
写

真
と
と
も
に
大
き
く
掲
載
さ
れ
て
い

た
。
あ
の
と
き
の
ス
タ
ン
ド
の
熱
さ

は
ど
れ
ほ
ど
だ

つ
た
の
か
、
も
う
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
暑
さ
も
忘
れ
て
し
ま
つ

た
三
十
年
前
の
夏
の

一
コ
マ
を
想

３３
期
　
波
田
野
　
宏

新
卒
業
塗

六
十

三
期
生

二
百
二
十
四
る

田
高
卒
業
生
は
延

一
万

六
千
六
百
二
十
六
名
と
な

り
ま
し
た
。
連
絡
可
能
月

日
会
会
員
は
、
約

一
万
三

千
名
で
す
。

す
と
、
平
成
二
十
四
年
十

一
月
に
開

催
し
た
六
十
周
年
記
念
総
会

・
会
員

名
簿
発
行
と
い
う
大
事
業
も
あ
り
ま

し
た
が
、
一
方
で
は
、
将
来
を
見
据
え
、

一
万
六
千
名
を
超
え
る
卒
業
生
の
絆

を
支
え
る
同
窓
会
と
し
て
の
基
盤
を

し
っ
か
り
と
し
た
も
の
に
す
る
た
め
、

原
点
に
立
ち
返

っ
て
見
直
す
活
動
を

地
道
に
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
年
十
月
に
は
久
し

ぶ
り
に
総
会
を
母
校
に
て
開
催

い
た

し
ま
す
。
当
日
は
、
母
校
見
学
会
も

企
画
し
て
い
ま
す
。
母
校
で
の
総
会

は
、
来
年
度
以
降
も
毎
年
開
催
す
る

予
定
で
す
。
（詳
細
は
左
記

「
総
会
開

催
案
内
」
参
照
）

さ
ら
に
、
本
年
度
中
に
は
ホ
ー
ム

ベ
ー
ジ
を
更
新
し
、
会
員
の
皆
様

ヘ

の
情
報
発
信

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

幹
事
の
若
返
り
も
、
少
し
ず

つ
で

す
が
進
め
、
今
年
は
六
人
新
卒
の
幹

事
を
迎
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

活
動
を
支
え
る
の
は
会
員
の
皆
様
か

ら
納
付
い
た
だ
く
会
費

・
寄
付
金
と

な
り
ま
す
。
本
年
度
も
多
く
の
皆
様

か
ら
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
①

幹
事

一
同
、
月
日
会
の
発
展
に
向

け
て
が
ん
ば

つ
て
ま

い
り
ま
す
の
で

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

月
日
会
の
皆
様
ヘ

都
立
田
飼
調
布
高
等
学
校
長

第
１８
代士

口　
　
田
出　
　
　
　
　
一日
一

こ
の
四
月
に
、
田
園
調
布
高
校
二

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
新
た
に
新
入

生
三
百
三
十
九
名
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
七
人
の
教
職
員
が
入
れ
替
わ

り
、
育
体
か
ら
復
職
し
た

一
名
を
加

え
、
新
体
制
を
整
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
月
日
会
活
動
に
ご
理
解
を

い
た
だ
き

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
報
を
皆
様
に
お
届
け
で
き
る
の
も
皆
様
か
ら
の
年

会
費

・
ご
寄
付
の
お
か
げ
で
す
。

ご
協
力
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

多摩

総 会 開 催 案 内

発 行 所

部立田園調布高等学校

同窓会 月 日 会

東京都大田区田園調布南2子 1

発 行 人  鍵和田幹夫

編集責任者  小 西 正 晃



平成26年度 第一回幹事会にて (背景は開花した桐の木です)
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監 理 理 理 評 評

事 議 議

事 事 事 長 員 員

62期新幹事

第 35号

一α
目
ａ

役
で
手
伝
い

（
９
月
１５
日
）

○
観
劇
会
参
加

（
９
月
２２
日
）

○
ぽ
ろ
に
あ
祭
バ
ザ
ー
反
省
会
参

加

（
１０
月
１２
日
）

Ｏ
Ｐ
Ｔ
Ａ
手
作
り
講
習
会
参
加

（
■
月
３０
日
）

○
卒
業
を
祝
う
会
参
加

（
３
月
ｍ
日
）

一
般
財
団
法
人
田
園
調
布
教
育
財
団

協
力
活
動

Ｏ
理
事
会

（
６
回
）

○
評
議
員
会

（
３
回
）

○
運
営
委
員
会

（
２
回
）

Ｏ
手
話
講
習
会
協
力

（
１１
月
１０
日
）

○
中
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会
協
力

（
■
月
２３
日
）

○
小
学
生
野
球
大
会
協
力（

・２
月
１６
日
）

○
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
協
力

（
１
月
１８
日
、
２
月
１
日
、
２
月
１５
日
）

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
抽
選
会
協
力

（毎
月
）

清
流
会
協
力
活
動

○
清
流
会
総
会
参
加

（
６
月
１５
日
）

○
清
流
会
研
修
旅
行
参
加

（
・２
月
１
日
）

○
清
流
会
新
年
会
参
加

（
２
月
２２
日
）

平
成
二
十
六
年
度
月
日
会
役
員

役
　
職
　
　
氏
　
名
　
　
期

名
誉
会
長
　
田
中
　
博
隆

会
　
　
長
　
鍵
和
田
幹
夫

（幹
事
長
兼
任
）

副

〈春
長
　
源
田
真
由
美

（会
計
委
員
長
兼
任
）

副

ハバ
長
　
山
本
　
順
子

（名
簿
委
員
長
兼
任
）

副

ハ
バ
長
　
小
西
　
正
晃

（会
報
委
員
長
兼
任
）

会
計
監
査
　
簡
　
　
　
敏

会
計
監
査
　
鈴
木
　
洋
子

常
任
幹
事
　
金
子
喜

一
郎

常
任
幹
事
　
千
本
　
俊
江

常
任
幹
事
　
新
井
　
囲
貴

（
６
期
）

（
・９
期
）

（
２０
期
）

（
２４
期
）

（
３７
期
）

（
９
期
）

（
１１
期
）

（
７
期
）

（
・５
期
）

（
・５
期
）

一
年
が
と
て
も
早
く
感
じ
ら
れ
ま

す
。
昨
年

の
月
日
会
会
報

３４
号
の

「
月
日
会
６０
周
年
記
念
総
会
」
（平
成

２４
年

■
月
１８
日
、
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
新
館
）
の
報
告
記
事
を
懐
か
し

ん
で
い
る
間
も
な
く
、

３５
号
の
発
行

の
時
と
な
り
ま
し
た
。

前
号
の
ご
挨
拶
文
に

「
田
高
を
訪

ね
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
お
話
い
た
し

ま
し
た
。
今
年
度

「
田
高
」
で
の
総

会
開
催
が
幹
事
会
で
討
議
さ
れ
、
久

し
ぶ
り
で
す
が
紙
面
の
通
り

１０
月
２６

日

（日
）
に
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
み
な
総
会
で
す
。
月
日

会
会
員
の
皆
様
が
多
数

「
田
高
」
に

お
集
ま
り
頂
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

現
１８
代
吉
田
　
一旦
校
長
先
生
の

「
同

窓
会
を
是
非
田
高
で
開
催
し
て
く
だ

さ
い
」
と
の
温
か
い
ご
理
解
を
頂
き

ま
し
た
の
で
心
強
い
で
す
。

総
会
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
「田
高
」
開
催
で
も
っ
と
も
近

一
般
財
団
法
人
田
園
調
布
教
育
財
団

月
日
会
関
係
役
員

今
年
三
月
に
卒
業
し
た
ば
か
り
の
６２
期

新
幹
事
の
皆
さ
ん
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

原
田
美
遥

在
学
時
の
所
属

中
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
、
放
送
委
員
会

幹
事
と
し
て

一
言

一
出
来
る
限
り
、
田

高

・
月
日
会
に
協
力
し
て
い
き
た
い
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

吉
良
美
咲

在
学
時
の
所
属

【
ダ
ン
ス
部

幹
事
と
し
て

一
言

中
一
生
懸
命
た
の
し

く
た
の
し
く
頑
張
り
ま
す
。

加
藤
健
太

在
学
時
の
所
属

中
野
球
部

幹
事
と
し
て

一
言

中
今
年
か
ら
幹
事
と

し
て
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

半
田
大
介

在
学
時
の
所
属

一
テ
ニ
ス
部

高
橋
　
匡

在
学
時
の
所
属

一
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

幹
事
と
し
て

一
言

一
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

常
任
幹
事

常
任
幹
事

常
任
幹
事

書

　

記

幹

　

事

幹

　

事

幹

　

事

幹

　

事

幹

　

事

幹

　

事

幹

　

事

幹

　

事

幹

　

事

幹

　

事

幹

　

事

幹

　

事

加
持
　
和
子

波
田
野
　
宏

重
谷
麻
奈
美

山
梨
　
裕
加

染
野
美
代
子

寺
久
保
　
勲

初
音
み
ね
子

御
子
柴
史
大

仲
島
　
勇
気

永
井
　
公
規

原
田
　
美
遥

吉
良
　
美
咲

加
藤
　
健
太

大
航 匡 介

（
・６
期
）

（
３３
期
）

（
５２
期
）

（
５６
期
）

（
１
期
）

（
４
期
）

（
・４
期
）

（
５９
期
）

（
∞
期
）

（
６．
期
）

（
６２
期
）

（
６２
期
）

（
６２
期
）

（
６２
期
）

（
６２
期
）

（
６２
期
）

寺
久
保
　
勲

鈴
木
　
洋
子

田
中
　
博
隆

鍵
和
田
幹
夫

源
田
真
由
美

簡

　

　

敏

金
子
喜

一
郎

千
本
　
俊
江

新
井
　
國
貴

加
持
　
和
子

山
本
　
順
子

波
田
野
　
宏

小
西
　
正
晃

重
谷
麻
奈
美

山
梨
　
裕
加

永
井
　
公
規

（
４
期
）

（
１１
期
）

（
６
期
）

（
・９
期
）

（
２０
期
）

（
９
期
）

（
７
期
）

（
・５
期
）

（
・５
期
）

（
・６
期
）

（
２４
期
）

平
成

２５
年
度
活
動
は
以
下
の
通
り

で
す
。

幹
事
会
活
動

○
入
学
式
出
席

（
４
月
８
日
）

○
幹
事
会

（
６
回
）

○
会
計
委
員
会

（随
時
）

○
会
報
委
員
会

（随
時
）

○
会
報
３４
号
発
行

（
７
月
）

○
ぽ
ろ
に
あ
祭
参
加

（
９
月
１５
日
）

○
卒
業
式
予
行

（
３
月
１０
日
）

○
卒
業
式
出
席

（
３
月
１１
日
）

母
校
協
力
活
動

○

体
育
祭
見
学

（
６
月
８
日
）

○
学
校
授
業
公
開（

６
月
１０
日
～
１４
日
）

○
合
唱
祭
出
席

（
２
月
１３
日
）

Ｐ
Ｔ
Ａ
協
力
活
動

Ｏ
Ｐ
Ｔ
Ａ
歓
送
迎
会
参
加（

６
月
１５
日
）

○
ぼ
ろ
に
あ
祭
バ
ザ
ー
実
行
委
員
会

参
加

（
７
月
６
日
）

○
ぽ
ろ
に
あ
祭
バ
ザ
ー
協
力
売
り
子

久
し
ぶ
り
の

母
校
で
の
総
会
が
楽
し
み
で
す

同
窓
会
総
会
の
歴
史
で
す
。

（会
報
創
刊
号
か
ら
３４
号
ま
で
）

昭
和
２８
年

「田
高
」
１
期
生
　
１
０
０
名

昭
和
２９
年

「田
高
」

昭
和
３０
年

「

昭
和
３．
年

「

昭
和
３２
年

Ａ

▼

平
成
８
年
　
紙
上
総
会

平
成
１０
年
　
池
上
会
館
　
７０
名

平
成
１４
年
　
口ｍ
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

月
日
会
５０
周
年
総
会
５
０
０
名

（恩
師
４６
名
）

校
旗
、
桐
の
木
、
校
歌
Ｃ
Ｄ

平
成
１９
年
　
東
工
大
百
年
記
念
館

月
日
会
５５
周
年
総
会

平
成
２２
年
　
紙
上
総
会

平
成
２４
年
　
口帥
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

月
日
会
６０
周
年
総
会

平
成
２６
年
１０
月
２６
日

（日
）

「田
高
」
２２
年
ぶ
り
開
催
予
定

榊 高 半
橋 田

鉛斯覇覇覇

月
日
会

名
誉
会
長

（６
期
）

一般
財
団
法
人
田
園
調
布
教
育
財
団
理
事
長

学
校
運
営
連
絡
協
議
会
協
議
委
員

田

中

博

隆

外
部
で
開
催
し
よ
う
と
盛
会
。

昭
和
３３
年

「田
高
」
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

昭
和
３４
年
　
ホ
テ
ル
藤

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

昭
和
３５
年

「田
高
」

昭
和
３６
年
　
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
　
７
０
Ｑ
名

昭
和
３７
年

「田
高
」
１０
周
年
総
会

体
育
館
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
　
２
０
０
名

昭
和
３８
年
　
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

昭
和
４０
年
　
紙
上
総
会

昭
和
４２
年
　
雅
叙
園
観
光
ホ
テ
ル

・５
周
年
総
会

立
食
デ
ィ
ナ
ー
パ
ー
テ
ィ
、
バ
ン
ド
演
奏

昭
和
４４
年

「田
高
」

校
庭
開
催
盛
会
、
模
擬
店
、

フ
オ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

昭
和
４５
年

「田
高
」

昭
和
５．
年

「田
高
」
６
年
ぶ
り

昭
和
５２
年

「
田
高
」

昭
和
５７
年
　
月
日
会
３０
周
年
総
会

日
本
青
年
館
　
２
５
０
名

昭
和
６０
年
　
日
本
青
年
館

昭
和
６３
年
　
大
田
区
民
プ
ラ
ザ
　
８４
名

平
成
２
年

「田
高
」
徳
育
館
１
５
０
名

立
食
パ
ー
テ
ィ

田
高
４０
周
年
新
校
舎
落
成
を
祝
っ
て

平
成
４
年

「田
高
」
格
技
棟
　
８０
名

平
成
５
年
　
嶺
町
特
別
出
張
所
集
会
室

窪
田
元
校
長
先
生
叙
勲
お
祝
い
　
８０
名

平
成
７
年
　
赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

い
年
は
、
平
成

４
年

１０
月
で
し
た
の

で
、

２２
年
ぶ
り
に
同
窓
会
が

「
田
高
」

に
帰
っ
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

多
摩
川
を
見
下
ろ
し
、
富
士
山
を

眺
め
ら
れ
る
田
高
は
、
自
然
と
調
和

し
た
学
校
で
す
。
校
歌
に
も
自
然
を

大
切
に
す
る
心
が
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

桐
の
木
も
青
々
と
繁

っ
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
同

期
の
友
、
同
級
の
友
、
部
活
の
友
に

声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
同
窓

会
に
行
こ
う
と
声
を
か
け
る
の
も
結

構
勇
気
の
い
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
会
え
ば
高
校
時
代
に
戻
り
楽
し

い
思
い
出
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

「
さ
き
は
へ
よ
」
（幸

へ
よ
）
と
校

歌
を
歌

っ
て
、
同
窓
の
輪
を
ひ
ろ
げ

ら
れ
る
機
会
と
な
り
ま
す
よ
う
願

っ

て
幹
事
会

一
同
開
催
に
努
力
い
た
し

ま
す
。
そ
れ
で
は
、

１０
月
２６
日

（日
）

お
会
い
致
し
ま
し
ょ
う
。

運
営
委
員

運
営
委
員

運
営
委
員

運
営
委
員

運
営
委
員

運
営
委
員

運
営
委
員

運
営
委
員

運
営
委
員

運
営
委
員

６
０
０
名

ヽ
r

た

閣

田
凹曰

圏
齢
墨

ｍ
圏
酬
国

同

期

会

案

内

日
　
時

中
平
成
２６
年
１１
月
１５
日

（土
）

五
時
４５
分
集
合

場
　
所

一
二
ュ
ー
オ
オ
タ
ニ
イ
ン
東
京

９
月
末
ま
で
に
案
内
菜
書
を
送
り
ま
す
。

日
　
時

【
平
成
２６
年
１０
月
１８
日

（土
）

・５

一

〇０

～

・７

一

３０

場
　
所

中
相
鉄
フ
レ
ッ
サ
イ
ン
東
京
蒲
田

２
Ｆ
バ
ン
ケ
ツ
ト
ホ
ー
ル

ハＡ
　
費

一
六
千
円

問
ハ
ロせ

一
宮
本
健
三
台
ｏＢ
営
”日
０
◎
≧
ｇ
・８
ｉ
）

日
　
時

一
平
成
２６
年
８
月
２３
日

（土
）

午
後
３
時
か
ら

場
　
所

中
大
森
西
友
５
階

バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル

ハバ
　
費

一
五
千
円

（予
定
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
メ
ー
ル
・
ハ
ガ
キ
に
て
ご

案
内
し
ま
す
。
不
明
な
場
合
は
幹
事

・
鍵
和
田

（
０
８
０
１
６
５
９
８
１
４
９
７
５
）

ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

田
圏

図

困

孤

自

「月日会ホームベ…ジ・ リニューアル予定』
月日会では,平成12年度からホームページを公開して,会員の皆様への情

報発信をしてまいりました。なかなか内容を更新することが出来ず申し訳あ

りませんでした。長年ホームページの管理を担当していた幹事の選任に伴い、

現幹事で更新可能な形にホームページをリニューアルする予定です。

今年度中の移行を目指して準備を進めております。お楽しみに。
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１
期
　
青
木
　
安
佐

先
日
戸
隠
山
か
ら
、
黒
部
ダ
ム
を
見

て
来
ま
し
た
。
私
達
と
同
様

６０
周
年

記
念
で
し
た
。

１
期
　
西
山
　
　
正

な
じ
み
の
あ
る
多
摩
川

・
丸
子
橋
か

ら
牧
伸
二
が
投
身
死
。
同
年
輩
な
だ

け
に
、
悼
ま
し
さ
に
渋
面
で
ニ
ュ
ー

ス
を
聴
い
た
。
ヤ
ん
な
っ
ち
や
う
ね
。

２
期
　
摩
寿
意
員
郎

田
高

Ｏ
Ｂ
で
区
民
大
会
に
年
２
回
、

大
田
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
競
技
に

出
場
し
て
お
り
ま
す
。

２
期
　
井
上
　
周
子

田
高
の
時
、
合
唱
部
に
入
っ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
以
来
今
も
地
元
の
コ

ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
で
歌
っ
て
い
ま
す
。

３
期
　
柴
崎
　
公
男

毎
日
暑
い
日
が
続
く
の
で
介
護
施
設
も

休
ん
で
自
由
に
過
ご
し
て
居
り
ま
す
。

５
期
　
飯
泉
　
育
雄

義
父
・００
才
、
義
母
９３
才
の
面
倒
を
見

乍
ら
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

５
期
　
杉
浦
　
蔵
造

４
年
振
り
に
同
期
会

へ
出
席
の
つ
も

り
で
す
。

５
期
　
木
戸
　
一
彦

先
日
後
期
高
齢
者
の
運
転
免
許
の
更

新
を
し
ま
し
た
。
月
日
会
の
さ
ら
な

る
発
展
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

６
期
　
稲
生
諏
訪
子

新
垣
先
生
、
村
山
先
生
ご
健
在
の
由
、

嬉
し
く
存
じ
ま
す
。６

期
　
天
野
　
正
忠

７５
才
を
迎
え
た
。
年
並
の
元
気
さ
を

保
っ
て
い
る
。

７
期
　
中
山
　
文
夫

皆
様
の
お
か
げ
さ
ま
で
、
平
成
２
５

年
に
野
球
部
の
Ｏ
Ｂ
会
が
発
足
出
来

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し

た
。
オ
ー
ル
田
高
と
共
に
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

８
期
　
渡
辺
　
勝
子

昨
年
左
足
股
関
節
の
手
術
を
し
少
し

ず
つ
回
復
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ

ま
で
肘

つ
き
の
２
本
杖
に
す
が
つ
て

い
た
た
め
、
両
肩
腕
が
か
た
ま

っ
て

い
て
、
リ
ハ
ビ
リ
に
は
げ
ん
で
い
ま

す
。
少
し
ず

つ
で
も
、
自
分
で
何
か

で
き
る
こ
と
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

８
期
　
田
口
　
恵
子

山
形
市
で
の
避
難
生
活
か
ら
２
年
弱

振
り
に
福
島
に
戻
り
ま
し
た
。
今
年

中
に

「
お
く
の
ほ
そ
道
を
歩
く
、
山

形
、
秋
田
」
出
版
し
ま
す
。

９
期
　
簡
　
　
　
敏

卒
業
し
て
５０
余
年
、
最
近
同
期
の
小

さ
な
会
合
が
増
え
て
来
ま
し
た
。
ハ

イ
キ
ン
グ
、
散
策
、
同
期
仲
間
の
展

覧
会
、
あ
じ
さ
い
会
、
先
生
を
囲
む

会
等
々
。
体
調
と
相
談
の
上
老
齢
、

穴
籠
り
に
な
ら
な
い
よ
う
、
な
る
べ

く
出
掛
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

９
期
　
澤
村
　
直
子

９
期
の
同
期
会
も
３
年
に
１
度
で
す

が
、
来
年
の
秋
は
７
回
目
と
な
り
ま

す
。
古
希
十
１
年
で
す
。

１０
期
　
杉
本
　
　
武

本
年

２
月
５
日
の
誕
生
日
で
７０
才
に

な
り
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
月
日

が
過
ぎ
ま
し
た
。
懐
し
い
高
等
学
校

時
代
が
想
い
出
さ
れ
ま
す
。
も

つ
と

勉
強
す
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
期
　
河
村
英

′
四
郎

毎
日
７
０
０
０
～
１
０
０
０
０
歩
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
体
重

７０
地
↓
６２
地

な
ど
体
の
調
子
良
好
で
す
。

「
期
　
相
田
　
純
隆

５
街
道
歩
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
中
で
す
ゃ

１１
期
　
千
善
良
義
勝

日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
２
国
で
の
生

活
が
ま
だ
継
続
し
そ
う
で
す
。

‐２
期
　
長
澤
　
　
伸

年
１
回
同
窓
生
数
名
で
旅
行
に
出
か

け
ま
す
。

セ
期
　
川
嶋
　
　
透

６
月
２９
日
に
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
の
創
立

総
会
が
あ
り
、

５０
年
ぶ
り
に
田
高
を

訪
問
し
ま
し
た
。
御
嶽
山
の
駅
で
下

り
母
校
へ
向
い
ま
し
た
が
、

５０
年
前

と
は
様
相
が

一
変
。
や
っ
と
の
思
い

で
母
校
に
た
ど
り
つ
き
ま
し
た
。
会

長
、
名
誉
会
長
、
校
長
に
も
会
え
ま

し
た
。

‐２
期
　
辻
川
　
　
浩

東
北
の
復
興
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
！

・３
期
　
磯
部
　
和
子

桐
の
花
見
に
行
き
た
い
で
す
。
い
つ
か

‐３
期
　
篠
沢
　
連
也

・３
期
Ｃ
組
の
ク
ラ
ス
会
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

・３
期
　
小
島
　
正
雄

二
年
前
に
引
退
し
、
現
在
は
地
域
に

密
着
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
吹

田
市
に
移
っ
て
３３
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

娘
も
田
高
出
身
で
す

（Ｈ
２
～
Ｈ
８

年
東
京
在
住
）

‐３
期
　
日
辺
　
　
寛

・３
期
Ｄ
組
は
毎
年

５
月
に
ク
ラ
ス
会

を
開
催
し
ま
す
。
昨
年
は
村
山
先
生

に
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

‐３
期
　
徳
川
　
義
治

４３
年
ぶ
り
に
東
京
に
も
ど
り
ま
し
た
。

・４
期
　
回
吉
　
　
健

元
気
に
し
て
い
ま
す
。
自
適
な
老
後

を
目
指
し
て
少
し
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

６
６
才
に
な
り
ま
し
た
が
、
現
役
の

会
社
社
長
と
し
て
増
々
張
り
切

っ
て

い
ま
す
。

Ｍ
期
　
松
野
　
久
子

訪
問
介
護
を
少
し
だ
け
続
け
て
お
り

ま
す
。

‐６
期
　
西
沢
　
久
雄

可
も
な
く
不
可
も
な
し
、
陶
芸

・
釣

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

・７
期
　
保
坂
　
　
誠

馬
込
青
少
対
剣
道
部
で
指
導
し
て
い

ま
す
。

‐８
期
　
中
川
　
克
己

お
か
げ
様
で
元
気
に
や
つ
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
を
決
め
て
研
究
し
た
成
果
を

８
月
末
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
発
表
す
る

予
定
で
す
。

褐
期
　
福
田
　
　
隆

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
の
関
係
会
社
で
働
い
て

４
年
目
。
７
時
半
か
ら
夕
方
４
時
半
ま

で
の
勤
務
。
健
康
的
な
生
活
で
す
。

‐８
期
　
宮
下
　
正
子

８
年
ほ
ど
同
期
会
の
幹
事
を

つ
と
め

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
還
暦
の
会

を
最
後
に
退
任
。
今
は
同
期
と
ゆ
る

や
か
な
お
つ
き
あ
い
を
し
て
い
ま
す
。

‐９
期
　
高
橋
　
容
子

還
暦
を
む
か
え
ま
し
た
。
気
持
ち
を

き
り
替
え
、
も
う
ひ
と
頑
張
り
１

‐９
期
　
香
田
　
和
也

現
役
引
退
し
、
顧
問
を
し
て
ま
す
。

元
気
に
孫
と
遊
ん
で
ま
す
。

‐９
期
　
直
江
　
久
雄

原
発
被
災
に
も
め
げ
ず
、
公
民
館
で

の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
参
加
し
ボ
ケ
防

止
に
全
力
。

‐９
期
　
矢
田
と
し
子

だ
ん
だ
ん
と
仕
事

（調
剤
薬
局
）
か
ら

離
れ
、
第
二
の
人
生
を
模
索
中
で
す
。

孫
も
も
う
す
ぐ
四
人
に
な
り
ま
す
し
、

何
か
と
忙
し
く
し
て
お
り
ま
す
。

２５
期
　
舗
木
　
祐
二

地
域
医
療
に
少
し
で
も
役
立
て
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

２６
期
　
眼
龍
　
祥
子

フ
エ
イ
ス
ブ
ツ
ク
で
同
期
生
の
つ
な

が
り
が
で
き
、
な
つ
か
し
い
話
題
で

盛
り
上
が
っ
た
り
、
便
利
な
時
代
に

な
り
ま
し
た
。

２６
期
　
清
水
恵
美
子

同
期
で
集
ま
る
機
会
が
増
え
て
楽
し

い
で
す
。

２６
期
　
伊
藤
　
佳
和

２６
期
同
期
会
を
２
０
１
４
年
秋
に
開

催
予
定
で
す
。

２７
期
　
小
高
　
一
浩

５３
才
に
し
て
日
本
郵
便
盆
り
に
転
職

い
た
し
ま
し
た
。

２８
期
　
望
月
　
榮
子

田
高
を
卒
業
し
、

３４
年

（？
）
も
経

ち
ま
し
た
。
独
身
生
活
ひ
た
す
ら
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
気
持
ち
は
高
校
生

の
ま
ま
で
す
。
つ
く
づ
く
幸
せ
だ
と

全
て
に
感
謝
し
、
日
々
、
生
き
て
い

ま
す
。

２９
期
　
大
里
　
正
人

都
立
高
校
で
教
員
を
や
っ
て
い
ま
す
。

３０
期
　
蓮
沼
裕
美
子

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

連
日
の
猛
暑
に
負
け
ず
、
元
気
に
過

ご
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
も
お
身
体

に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

３０
期
　
野
口
　
輝
行

愛
知
の
県
立
高
校
で
教
員
と
し
て
奉

職
致
し
て
お
り
ま
す
。

３‐
期
　
竹
尾

　

正

６
月
２２
日
３．
期
同
期
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

３０
年
ぶ
り
、
う
れ
し
い
反

面

「
不
安
」
も
感
じ
る
く
ら
い
で
し

た
が
、
本
当
に
楽
し
い
会
で
し
た
。

幹
事
の
皆
様
に
感
謝
で
す
。

３‐
期
　
茨
木
　
悟
郎

３０
年
ぶ
り
に
ぽ
ろ
に
あ
祭
見
学
。
月

日
会
の
ブ
ー
ス
で
プ
リ
写
真
と

っ
て

い
た
だ
き
家
族
で
感
激
！

４４
期
　
林
　
　
隆
三

今
年
も
Ｇ
Ｗ
に
４４
期
ラ
グ
ビ
ー
部
同

期
会
を
行

い
ま
し
た
。
部
員

６
名
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
１
２
名
、
元
気
に
や
っ

て
い
ま
す
。

５‐
期
　
一戸
田
　
　
玲

環
境
の
施
設
整
備
関
連
の
職
場
で
正

社
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

６‐
期
　
池
上
　
紘
樹

明
治
大
学
１
年
生
と
し
て
が
ん
ば

っ

て
お
り
ま
す
。

□

平
成
二
十
五
年
度
分
の
月
日
会
収
支
は
表
記
の
通
り

決
算
致
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

会
計
委
員
長
　
源
田
真
由
美

（２。
期
）

□

平
成
二
十
五
年
度
の
会
計
報
告
に
つ
い
て
適
法
か

つ

妥
当
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ま
す
。

会
計
監
査
　
簡
　
　
　
敏

（９
期
）

会
計
監
査
　
鈴
木
　
洋
子

（１１
期
）

□

五
月
十
日

（土
）
の
幹
事
会
に
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

趣
況
お
便
り

Ｏ
②
ガ

６
５

平
成
二
十
五
年
度
会
計
報
告
　
　
　
平
成
二
十
六
牢
虜
予
算

籠吾泉尽晋藝罫

塾X露些鬼軍薙

平成25年度 会計報告

平成26年度 予  算

死
教
職
員

今
井
ま
り
子

田
中
　
克
美

石
塚
　
久
子

鹿
村
　
礼
子

宮
田
美
智
子

岡
本
ひ
ろ
み

青
山
み
ち
子

溝
際
ミ
ユ
キ

間
宮
　
栄
子

１
期

青
木
　
安
佐

井
手
　
敏
雄

西
山
　
　
正

牧
野
　
と思
聖

２
期

井
上
　
周
子

木
戸
　
禎
子

清
水
　
　
博

高
緑
　
　
正

金
子
喜

一
郎

田
中
　
美
幸

田
中
　
洋

一

中
山
　
文
夫

諸
星
　
和
夫

綿
引
雄

一
郎

８
期

岩
野
　
光
邦

大
蔵
　
正
人

田
中
　
恭
子

夏
目
　
達
也

藤
田
　
　
肇

鍵
和
田
幹
夫

片
木
　
美
子

熊
谷
　
修

一

日
野
　
佳
昭

宮
尾
　
通
子

矢
田
と
し
子

山
浦
　
恵
子

釣
期

大
久
保
昇

一

金
井
　
郁
馬

源
田
真
由
美

２‐
期

大
図
　
義
弘

鈴
木
　
次
雄

瀧
原
　
恒
平

加
瀬
　
寃
道

山
内
か
お
る

３‐
期

茨
木
　
悟
郎

竹
尾
　
　
正

３２
期

安
藤
　
正
道

須
藤

春
山

泰  囲  好
男 清 子  玄

４
期

近
藤

寺
久
保

５
期

飯
泉

木
戸

志
村

塚
尾

網
井

涌
井

６
期

９
期

小
幡

簡澤
村

と
ハ一戸

１０
期

塩
出

杉
本

中
田

藤
井

村
上

「
期

相
田

吾
田

伊
藤

伊
東

川
井

川
島

河
村
英

菊
池

河
野

鈴
木

税
所

直
井

森
川

森
田

横
田

セ
期

川
嶋

櫻
井

長
澤

中
島

辻
川
　
　
浩

藤
谷
　
之
康

間
野
　
範
男

‐３
期

安
藤
日
出
男

磯
部
　
和
子

小
金
沢
暁
夫

小
島
　
正
雄

小
林
　
　
正

小
林
　
雅
人

西
　
　
康
男

浜
村
　
容
子

村
本
理
恵
子

２３
期

萩
原
　
啓
実

室
内
　
正
男

２４
期

増
永
　
敦
子

山
本
　
順
子

勲
登 照 順 年 一 育
代 高 子 弘 彦 雄

稲
生
諏
訪
子

雫 贔 来 甲圏簡 彊

修  智博 邦 成 嘉
造  章 隆夫 子 昭

露農整術
真 富
弓 雄

正
資

完
治敏

直
子

節
子

光  雅   昭 真  幹 洋 洋 通 靖 四  永 浩 尚 千 純  妙 員 泰  敏
生 伸 教 透  夫 弓 靖 雄 子 子 久 子 郎 泰 一 子 志 萱 孝  子 行 雄 武 彦

震 螢 報 青
量

葎 膚 高 算 胡 僚
雲

嵩
昌

翌 稿 纂 彊 苦斯 ¬キ
昂

徐

幹 哲   江  譲  図  基 ね 一 美  正 政    正 ス利
雄 夫  正 子 豊 治 護 貴  雄 子 雄 子 健 雄 彦 篤 敏  之 子 典

偉戻期早罷百蓮某報
柳畜袋宛奈杏覇膳

卓華 子警萱痛展 是聖誠章粟李 縫

森 箭 名

基  慶
也  子

伊
藤

眼
龍

藤
井

小
高

渡
部

佳
和

祥
子

真
理

和
弘

一
浩

信
行

29
期

27
期

月 日会寄付

年 会 費

合 計

25年 度収入計

名簿売上

桐の木募金

銀行利息等

賛助会員入会金

卒業生入会金

前年度繰越金

4,987,641

3,022.964

25,000

114.200

440.540

1.288`000

224

1,155,000

1,964.677

収 入

ぼるにあ祭参加費

新入生対策費

卒業生対策費

合  計

次年度繰越金

25年度支出計

桐の木募金積立金

雑    費

情報委員会費

周年事業積立金

名簿編集費

会報編集費

通信事務費

幹 事 会 費

4,987,641

2,069,905

2.917,736

114,200

59,106

50,000

62,875

120.898

47.968

100.000

105,000

1,862,995

35,219

359,475

支 出

桐の木募金

卒業生入会金

寄   付

銀行利息等

26年度収入計

合  計

総会会費

年  会 膏

5,225,130

3.155.225

100.00

50.000

500.000

1,400,000

225
1,105.000

2.069.905

ぽろにあ寮参加賞

幹 事 会 費

26年度支出計

今報編集賢

新入生対策賢

合  計

次年度繰誠金

桐の本募金積立金

予 備 費

情報委員会費

卒業生対策費

周年事業頼立金

総会実施費

通信事務警

5,225.130

2,107,130

3.118.000

50.000

30,000

100.000

60.000

70,000

130.000

60.000

100,000

120.000

108.000

1.850,000

40_000

400.000

咎 ▲

塗 患

観

∃

露

∃

訴

會3釘蜃

篭

會

釘観弊露雀密訴召昴銅
林
ョ運疫疫露

由 秀  正 英  泰   美  晃 久 千
枝 樹  晃 之  志 斉  喜 宏 子 夫 稲
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手話請習会

一
般
財
団
法
人

田
園
調
布
教
育
財
団

順
調

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

平
成

２５
年

４
月

１
日
に
、
〓

般

財
団
法
人
田
園
調
布
教
育
財
団
」
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
財
団
は
、
本
年

４
月
か
ら
２
年
目
の
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
。

本
財
団
は

い
わ
ゆ
る

「
一
般
財

団
」
と
し
て
、
収
益
性
の
あ
る
よ
り

広
範
囲
の
活
動
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
通
り
、
学
校

へ
の

支
援
や
地
域
貢
献
な
ど
を
目
的
と
し

た
公
益
性
の
強
い
事
業
を
中
心
に
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
次
の

３
事
業
に
再
編
し
ま
し
た
。

「学
校
支
援
事
業
」
は
、
多
摩
川

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
学
校

へ
の
貸
し
出

し
、
学
校
諸
行
事
、
学
力
向
上
、
部

活
動
等

へ
の
協
力
な
ど
田
高
生
に
関

す
る
支
援
を
目
的
と
し
た
活
動
で

す
。「地

域
貢
献
事
業
」
は
、
多
摩
川

河
川
敷
清
掃

へ
の
参
加
、
手
話
講
習

会

・
中
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会

・
小
学

生
野
球
大
会

・
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の

主
催
運
営
な
ど
地
域
社
会
に
対
す
る

生
涯
学
習
の
推
進
、
文
化
の
向
上
に

関
す
る
支
援
を
目
的
と
し
た
活
動
で

す
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
公
益
性
の

強
い
事
業
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
「
校
外
施
設
運
営
事
業
」

は
、
多
摩
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
維
持
管

理
と
日
曜
祝
祭
日
に
地
域
の
団
体

ヘ

の
貸
し
出
し
を
目
的
と
し
た
事
業

で
、
収
益
事
業
と
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
財
団
へ
の
税

金
は
免
除
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新

法
人

へ
の
移
行
に
伴
い
、
「
校
外
施

設
運
営
事
業
」
の
収
益
に
対
し
税
金

の
対
象
と
な
り
、
先
日
平
成

２５
年
度

決
算
に
基
づ
き
、
納
付
を
完
了
い
た

し
ま
し
た
。
初
年
度
と
し
て
は
順
調

に
船
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
財
団
活
動
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
い
た
皆
様
の
お
蔭
と
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
ご

支
援

・
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

理
事
長
　
田
中
　
博
隆

（
６
期
）

理
　
事
　
鍵
和
田
幹
夫

（
１９
期
）

理
　
事
　
源
田
真
由
美

（
２。
期
）

財
団
事
業
報
告

（
手
話
語
習
会
、
パ
ソ
コ
ン
講

習
会
、
野
球
大
会
、
多
摩
川
河

川
敷
清
掃
）

昨
年
度
は
雪
や
雨
に
よ
り
、
中
止

や
変
更
し
た
事
業
が
あ
り
ま
し
た

が
。
そ
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で

す
。平

成
２５
年
１０
月
２６
日

（土
）
に
予

定
さ
れ
て
い
た

「手
話
講
習
会
」
は
、

台
風
に
よ
り
■
月
１０
日

（日
）
に
延

期
さ
れ
田
高
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

５０
名
余
り
の
参
加
者
は
、
言
葉
お
く

リ
ゲ
ー
ム
や
手
話
コ
ー
ラ
ス
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
た
。
今
回
は
、
月
日
会

幹
事
の
永
井
さ
ん

（
６．
期
）
を
モ
デ

ル
に
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

同
年

■
月
２３
日

（土
）
「
第

９
回

中
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
が
多
摩
川

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
雨
天
中
止
で
２
年
ぶ
り
の
開

催
で
し
た
が
、
例
年
通
り
自
熟
の
試

合
が
続
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
サ
ッ

カ
ー
部
の
公
式
戦
と
重
な
り
ま
し
た

が
、
終
了
後
に
駆
け
付
け
た
現
役
部

員
と
参
加
チ
ー
ム
コ
ー
チ
と
の
模
範

試
合
が
始
ま
る
と
、
選
手

一
同
大
き

な
声
援
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

同
年

１２
月

１５
日

（日
）
「第

７
回

小
学
生
野
球
大
会
」
が
多
摩
川
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

も
参
加
選
手
の
レ
ベ
ル
は
高
く
、
毎

試
合
熱
戦
が
続
き
、
多
く
の
声
援
が

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
響
き
、
終
日
歓
声
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

平
成
２６
年

１
月
１８
日

（土
）
２
月

１
日

（土
）
２
月
１５
日

（土
）
の
３

日
間
に
亘
り
、
「
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
」

が
田
高
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
、
講
師
を
新
た
に
外
部
か
ら
招
聘

す
る
な
ど
例
年
と
大
き
く
異
な
る
運

営
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
開
催
予

定
の
２
月
８
日
は
大
雪
と
な
り
、

１５

日
に
延
期
と
な
り
ま
し
た
が
、
延
期

し
た
・５
日
も
前
日
か
ら
の
雪
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。　
一
時
、
開
催
も
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
が
、
当
日
朝
か
ら
運
営

委
員
や
奉
仕
活
動
で
参
加
し
た
現
役

生
の
雪
か
き
等
懸
命
の
努
力
に
よ

り
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
受
講
者
も
足
元
の
悪

い
と
こ

ろ
、

３４
名
中

１８
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
受
講
者
か
ら
は
、
運
営
ス
タ
ッ

フ

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た
現

役
生
に
対
し
、
感
謝
と
労
い
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
年

５
月
２５
日

（日
）
初
夏
を
思

わ
せ
る
好
天
の
中
、
昨
年
雨
天
中
止

と
な
っ
た

「多
摩
川
河
川
敷
清
掃
活

動

（大
田
区
主
催
と

が
参
加
団
体

５２
、
参
加
者
約

１
７
０
０
名
と
い
う

規
模
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

開
催
日
が
１
週
間
早
ま
っ
た
関
係
で

日
高
の
中
間
試
験
期
間
と
重
な
り
、

現
役
生
の
参
加
は
な
く
、
財
団
関
係

者
２２
名
の
み
の
参
加
と
な
り
ま
し
た

が
、
雑
色
ポ
ン
プ
所
か
ら
区
民
広
場

ま
で
約

１
時
間
の
道
の
り
を
遡
り
、

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

平
成

２５
年

９
月

１５
日

（
日
）
に
雨

天
の
中
、
ぼ
ろ
に
あ
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
月
日
会
で
は
例
年
の
昔
あ

そ
び

コ
ー
ナ
ー
や
プ
リ
ク
ラ
コ
ー
ナ

ー
に
加
え
て
、

６０
周
年
記
念
総
会
の

路 状 況
合格者の多い四年制大学(浪人生含む)

パソコン講習会

多摩川河川敷清掃活動

田
高

「ぼ
ろ
に
あ
歳
置

第
２７
回

「ふ
れ
あ
い
パ
ザ
ー
」

９
月
１４
日

（
日
）
１０
時
～
１２
時

（予
定
　
口ｍ
物
な
く
な
り
次
第
終
了
）

献

品
を

お

願

い
い
た

し
ま
す

　

８
月
末
日
ま
で
に

月
貝

Ａ事
務
局
宛

売
上
金
は
、　
一
般
財
団
法
人
田
園
調
布
教
育
財
団
に
寄
付
さ
れ
、
学
校
支

援

。
地
域
支
援
の
活
動
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
の
ぼ
ろ
に
あ
祭
は
９
月
１４
日

（日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

記
録
展
示
や
十
三
弦
琴
に
触
れ
る
コ

ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
ま
し
た
。
午
後

に
は
雨
も
あ
が
り
多
く
の
来
場
者
が

あ
り
ま
し
た
。
卒
業
生
だ
け
で
な
く

現
役
生
や
中
学
生
、
地
域
の
方
な
ど

幅
広

い
方

に
立
ち
寄

っ
て
い
た
だ

き
、
月
日
会
や
財
国
の
活
動
を
見
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
も

９
月

１４

日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
電

非
足
を
お
運
び

い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平
成

４
年
以
来
じ
つ
に
２２
年
ぶ
り

に
月
日
会
総
会
を
母
校
で
開
催
い
た

し
ま
す
。
久
し
ぶ
り
に
学
校
に
い
ら

し
て
い
た
だ
き
、
桐
の
木
の
成
長
を

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
後
毎
年
開
催
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
、
今
年
は
そ
の
第

一
歩
と
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

年

一
回
の
会
報
発
行
以
外
に
も
月

日
会
か
ら
の
情
報
を
皆
様
に
お
届
け

す
べ
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
更
新
が
滞

っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
を
改
善
す
べ
く
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

田
高
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
様
々
な

情
報
が
更
新
さ
れ
て
お
り
ま
す

の

で
、
母
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

母
校
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に

も
、
月
日
会
や
財
団
の
活
動
は
重
要

で
す
。
是
非
皆
様
の
お
力
を
お
貸
し

く
だ
さ
い
。
会
員
数
は
年
々
増
え
ま

す

の
で
、
諸
経
費
は
増
え

て
い
ま

す
。　
一
緒
に
幹
事
と
し
て
活
動
し
て

い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、
年
会
費
や

ご
寄
付
と
い
う
形
で
の
ご
協
力
を
重

ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

３７
期
　
小
西
正
晃

お知 らせ くだ さい :

会報を読んでのこ意見、こ感想がありましたらこ連絡ください。

また、同期会開催案内、寄稿、住所変更等についてのお間い合わ

せも下記にお願いいたします。尚、お寄せ頂いた情報 |よ掲載でき

ないこともこざいますのでこ了承下さい。

住所 :〒 145-0062 大田区北千束3-24-1-118
月国会事務局 宛 Faヽ(:03-3748-6フ80
HP:http:〃www tsuk hikai g「 ∫p/

國

教

職

員

異

動

國

【転
出
】

高
嶋
さ
と
り

永
露
　
浩
明

藤
原
　
礼
子

気
田
　
隆
司

相
原
　
弘
明

栗
原
　
有
紀

中
村
　
信
明

（国
語
）

（物
理
）

（理
科
）

（保
体
）

（英
語
）

（英
語
）

（英
語
）

【転
入
】

員
鍋
　
紀
子

入
山
美
樹
子

横
江
　
直
樹

猪
狩
　
洋

一

相
原
　
弘
明

江
川
　
敦
子

池
田
　
麻
奈

（国
語
）

（物
理
）

（理
科
）

（保
体
）

（英
語
）

（英
語
）

（英
語
）

豊
多
摩

（全
）

町
田

（定
）

国
際

（全
）

葛
西
南

（全
）

再
任

新
宿

（全
）

桜
町

大
田
桜
台

（全
）

杉
並

（全
）

国
立

（全
）

町
田
総
合

（全
）

退
職

稔
ヶ
丘

（全
）

浅
草

（全
）

15

13

12

10

日本大

立正大

東京都市大

法政大

目白大

24

14

12

11

東洋大

関東学院大

駒澤大

帝京大

東海大

145

11

25

38

224

四年制大学

短 期 大 学

専 門 学 校

就 職

浪 人 他

合  計

園園
ぽ

■

囲団
田
日

岡園

□

平成14年 11月 の月日会50周 年総会で校旗、校歌CDそ して桐の木3本 の植樹を学校に記念事業とし

てお贈 りしました。校章の桐の木を母校の庭に植えようと「桐の木募金」を呼びかけました。それ

から毎年皆様のご寄付のおかげで月日会55周 年に2本、母校60周 年で3本そして月日会60周 年で2本

を植樹することができました。嬉 しいことに種から3本 の子が育ち、根から1本がす くす くと育ちま

した。今年で12年 目になり14本 となりました。この春8本 の桐の木が満開の花を咲かせました。紫色

の円錐の花は、優雅で美 しく、天空の高い梢に明るく咲き夢のような花です。花の品位、のびのび

と伸びてゆく成長、幹や葉に見られる雄大さ、実用に尊ばれる材の良質が、日高の教育の象徴とし

て校章の由来となっています。また、桐は瑞鳥の鳳風がすむ木ともいわれており、縁起のよい木ですと

ぜ ひ総 会 に参 加 して桐 の本 を ご覧 下 さい r   
名誉会長 田中 博隆 (6期 )

桐
の
本

８
本
が
開
花

儒

無
一色

一語

　

炊
層


